
総

則

関
西
大
学
哲
学
会
会
則

第
一
条
本
会
は
関
西
大
学
哲
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
、
哲
学
、
倫
理
学
、
宗
教
学
、
美
学
お
よ
び
美
術

史
に
関
す
る
研
究
・
教
育
の
補
助
機
関
と
し
て
、
会
員
相
互

の
研
鑽
な
ら
び
に
人
間
的
交
流
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す

る。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行

-つ
（
一
）
毎
年
一
回
、
定
期
総
会
を
開
催
し
、
ま
た
毎
年
二
回
、

研
究
発
表
会
を
開
く
。
研
究
発
表
会
は
公
開
と
す
る
。
ま

た
随
時
、
臨
時
総
会
、
公
開
ま
た
は
非
公
開
の
講
演
会
あ

る
い
は
研
究
発
表
会
を
開
く
こ
と
が
あ
る
。

（
二
）
機
関
誌
『
哲
学
』
を
随
時
発
行
し
、
ま
た
毎
年
一
回
、

『
哲
学
会
会
報
』
を
発
行
す
る
。

（
三
）
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
学
内
お
よ
び
学
外

の
諸
研
究
機
関
と
、
機
関
誌
の
交
換
等
を
通
じ
て
、
連
絡

を
は
か
る
。

（
四
）
関
西
大
学
文
学
部
哲
学
科
お
よ
び
同
大
学
院
文
学
研
究

科
哲
学
専
攻
に
属
す
る
学
生
お
よ
び
院
生
の
研
究
を
補
助

機

関

す
る
。

（
五
）
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
る
事
業
を
行
う
。

第
四
条
本
会
は
原
則
と
し
て
左
記
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

（
一
）
関
西
大
学
文
学
部
哲
学
科
の
専
任
教
員
、
お
よ
び
そ
れ

以
外
の
関
西
大
学
専
任
教
員
の
有
志

（
二
）
関
西
大
学
文
学
部
哲
学
科
な
ら
び
に
関
西
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
哲
学
専
攻
に
在
籍
す
る
学
生
お
よ
び
院
生

（
三
）
前
項
に
記
載
す
る
学
科
な
ら
び
に
専
攻
に
在
籍
し
た
者

の
有
志
、
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
本
学
学
生
ま
た
は
院
生
の

有
志

第
五
条
本
会
に
は
次
の
機
関
を
置
く
。

（
一
）
総
会

（
二
）
委
員
会

第
六
条
総
会
は
本
会
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
っ
て
、
次
の
こ
と
を

審
議
し
議
決
す
る
。

（
一
）
哲
学
会
会
則
の
決
定
な
ら
び
に
変
更

（
二
）
委
員
の
選
任
お
よ
び
解
任

（
三
）
予
算
、
決
算
の
承
認

（
四
）
そ
の
他
の
重
要
な
事
項

第
七
条
定
期
総
会
は
毎
年
一
回
、
委
員
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
委
員
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、

二
―
六



委
員
長
が
臨
時
に
総
会
を
召
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
の
一
委
員
会
は
本
会
の
執
行
機
関
と
し
て
、
総
会
の
議
決

に
従
い
、
本
会
会
則
に
定
め
る
業
務
を
行
う
。

第
八
条
の
二
委
員
会
は
そ
の
業
務
を
処
理
す
る
た
め
、
事
務
局
を

関
西
大
学
文
学
部
哲
学
科
合
同
研
究
室
に
置
く
。

第
八
条
の
三
委
員
は
次
の
者
と
す
る
。

（
一
）
本
学
哲
学
科
専
任
教
員
全
員

（
二
）
本
学
哲
学
科
一
部
各
学
年
よ
り
選
出
さ
れ
る
者
、
各
学

年
二
名
、
計
八
名

（
三
）
本
学
哲
学
科
二
部
全
学
年
よ
り
選
出
さ
れ
る
者
、
全
学

年
二
名

（
四
）
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
よ

り
選
出
さ
れ
る
者
、
お
よ
び
同
博
士
課
程
後
期
よ
り
選
出

さ
れ
る
者
、
上
限
各
二
名
、
計
四
名

第
九
条
委
員
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

（

一

）

委

員

長

一

名

（

二

）

幹

事

一

名

（
三
）
編
集
委
員
三
名

役
員
は
総
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。
た
だ
し
委
員
長
、

幹
事
は
委
員
中
よ
り
互
選
さ
れ
、
ま
た
編
集
委
員
は
委
員

会
が
委
嘱
し
、
総
会
が
こ
れ
を
承
認
す
る
。

第
十
条
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
委
員
長
が
召
集
す
る
。

第
―
一
条
委
員
の
任
期
は
一
年
と
し
、
留
任
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

第
一
八
条
本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
そ
の
他
の
収
入
を

も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

第
一
九
条
会
員
は
毎
年
会
費
（
三

0
0
0
円
）
を
醸
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
本
学
哲
学
科
在
学
生
は
、
原
則
と

し
て
学
部
入
学
時
に
四
年
間
分
の
―
二

0
0
0
円
を
一
括

納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

会

計

二
―
七

第
―
二
条
委
員
長
は
本
会
お
よ
び
委
員
会
を
統
理
し
、
こ
れ
を
代

表
す
る
。
幹
事
は
事
務
局
を
統
轄
し
、
委
員
長
に
事
故
あ

る
と
き
は
こ
れ
を
代
理
す
る
。

第
一
三
条
委
員
長
の
任
期
は
一
年
と
し
、
留
任
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

第
一
四
条
幹
事
の
任
期
は
一
年
と
し
、
留
任
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

第
一
五
条
編
集
委
員
は
、
本
会
機
関
誌
、
会
報
等
の
編
集
発
行
に

あ
た
る
。
編
集
委
員
は
委
員
会
の
決
定
に
よ
っ
て
本
学
哲

学
科
専
任
教
員
に
委
嘱
さ
れ
る
。

第
一
六
条
編
集
委
員
の
任
期
は
一
年
と
し
、
留
任
を
さ
ま
た
げ
な

4ヽ

0
し

第
一
七
条
機
関
誌
『
哲
学
』
に
掲
載
す
る
論
文
の
採
否
、
お
よ
び

研
究
発
表
会
の
発
表
者
の
選
考
は
、
委
員
会
の
委
嘱
を
受

け
て
、
編
集
委
員
あ
る
い
は
そ
の
他
の
本
学
哲
学
科
専
任

教
員
が
審
査
に
あ
た
り
、
委
員
会
に
お
い
て
こ
れ
を
決
定

す
る
。



付
則
本
内
規
は
一
九
九
一
年
六
月
二
九
日
よ
り
施
行
す
る
。

付
則

第
二

0
条
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌

年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
終
わ
る
。

第
ニ
―
条
委
員
会
は
定
期
総
会
に
お
い
て
、
前
年
度
の
決
算
を
報

告
す
る
と
と
も
に
当
年
度
の
予
算
案
を
提
出
し
、
そ
の
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
二
条
本
会
は
総
会
に
お
い
て
会
計
監
査
を
一
名
委
嘱
す
る
。

会
計
監
査
は
本
会
の
会
計
を
監
査
す
る
。

関
西
大
学
哲
学
会
会
計
内
規

第
一
条
会
員
に
対
し
て
は
原
稿
料
、
講
演
料
は
原
則
と
し
て
支
払

わ
な
い
。

第
二
条
学
会
主
催
の
研
究
会
、
講
演
会
等
の
講
師
に
対
す
る
謝
礼

は
、
そ
の
つ
ど
委
員
会
に
お
い
て
こ
れ
を
定
め
る
。

こ
の
会
則
は

じ
る
。

一
九
九
一
年
六
月
二
九
日
よ
り
効
力
を
生

た
め
に
、
こ
れ
を
巻
末
に
再
掲
し
た

が
記
事
に
し
て
く
れ
た
。
先
生
の
多
オ
を
追
悼
す
る

う
。
故
柏
木
隆
夫
先
生
は
そ
の
よ
う
な
多
オ
人
の
ひ

師
事
し
た
画
家
の
こ
と
を
、
京
都
岡
崎
の
星
野
画
廊

思
わ
せ
る
確
か
な
形
態
感
覚
が
あ
る
。
そ
の
先
生
が

デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
か
、
一
時
期
の
ピ
カ
ソ
を

子
を
と
ら
え
る
父
親
の
眼
差
し
と
同
時
に
、
ピ
エ
ロ

た
少
年
の
絵
が
玄
関
に
掛
け
て
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
息

と
り
だ
っ
た
。
先
生
の
お
宅
に
伺
う
と
、
椅
子
に
座
っ

デ
ィ
ア
を
試
み
よ
う
と
す
る
人
に
も
し
ば
し
ば
出
会

も
、
最
終
的
に
文
章
で
表
現
す
る
の
だ
が
、
他
の
メ

文
学
部
人
間
は
、
ど
の
よ
う
な
対
象
を
扱
っ
て
い
て

編
集
後
記

二
―
八



夕
干

』
芦

合
亙

諏
向

平
成

1
5

年
(2003

年
）

7
月

9
日

水
暉

日

ヲィンランドの娯l(1930年油彩）

纏
圏

詈
廊

量＿＿誓―奎こ――U-h-

長い闘病生活の後、昨年末、

鬼籍に入られた関西大学教授の

柏木饉夫さんは宇都宮市の生ま

れ。京都大学でイタリア美術史

を学び、レオナルド・ダ・ヴィ

ンチの研究家として名を馳せた

人だ。
若い頃に夢見た画家になるこ

とはできなかったが、友人の教

授たちと油絵のグループ展を何

度か開催し、私の画廊にも時

折、顔を見せてくださった。あ

るとき、「思いもかけない所で

自分の先生に出会った、懐かし

いなあ」と、たまたま飾ってあ

った鶴田吾郎(-八九0ー一九

六九）の水墨画を購入された。

どうやら鶴田に絵を習ったこと

があったらしい。

関西にあまり緑のない鶴田吾

郎の名は知らなくても、中村釈

の近代絵画の名作＾エロジェン

コ氏の像＞を見たことのある人

は多いだろう。

一九二0年九月、四年にわた

るロシア放浪の旅の果てに帰国

した鶴田は、目白駅のホームで

盲目のロジア詩人・エロシHン

コに出会う。さっそくモデルに

なってもらうことを顆み、エロ

ジェンコの後援者だった新宿・

中村屋の相馬黒光の承諾を得

て、中村葬のアトリエで中村と

一緒に描いた。第二回帝展に出

品した＾盲目のエロジェンコ＞

は鶴田の代表作となったが、夭

折した中村葬の作品の方が有名

になり、その陰に埋もれてしま

こ。
t つ

鶴田はまた、近代美術史の重

要な作品のモデルとなったもう

ひとりの人物にも出会ってい

る。彫刻家、中原悌次郎の＾若

きカフカス人＞のモデル、ニン

ツアだ。ロジア放浪の途中、大

連で出会ったという。

曽宮一念ら、画友たちが鶴田

に贈った綽名は「ツルタスキー

・ゴロヴィッチ」。一九＿―-六年

に彼が描いた＾唱つジャリヤー

ピン＞も有名だ。

本作＾フィンランドの娘＞

は、欧州再訪中に出会った少女

との、彫の深い、端正で理知的な

顔だちに、かつてエロジHンコ

を描いた時に覚えた感動を思い

起こし、再び表現しようとした

ものだろう。最近入手したこの

名作を、柏木さんにお見せでき

ないことが残念でならない。

（屋野画廊主）

出
会

い
か

ら
生

ま
れ

た
傑

作

I
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兵
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